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1. はじめに 

核融合炉のダイバータ材料は定常熱負荷だけで

はなく，プラズマ不安定性の 1つであるEdge 

Localized Mode(ELM)に起因するパルス熱負荷に

曝される．パルス熱負荷に対するダイバータ材料

の健全性を評価するために，本研究室の磁化同軸

プラズマガン（Magnetized Coaxial Plasma Gun: 

MCPG）により生成されたコンパクトトーラス（CT）

プラズマを用いてパルス熱負荷模擬実験を行って

きた[1]．材料照射実験において，材料に照射され

るプラズマの温度，密度，入射イオンエネルギー

等の特性は材料損傷を評価するうえで重要である．

そこで本研究ではイオンドップラー分光システム

(IDS)を用いて，ELMを模擬したCTプラズマのイオ

ン温度及びフロー速度を評価することを目的とす

る． 

2. 実験結果 

図1に実験装置を示す．MCPGは材料照射実験用

ターゲットチャンバーに接続され，IDS用の光ファ

イバは石英ガラス管内に設置し，プラズマからの

発光を観測している．今回の実験では放電ガスを

Heとし，放電ガン電圧，バイアス磁場を変化させ

た時のHe II (468.6 nm)発光スペクトルをIDSにて

測定した．IDSは光ファイバを使用した集光系，  

回折格子分光器（焦点距離：1 m）及び16チャンネ

ルマルチアノード光電子倍増管(PMT)を使用した

検出系によって構成される． 

図1 実験装置 

まず，プラズマの進行方向に対して90°の方向

から測定することでプラズマの進行方向への速度

がゼロの時の波長を評価した．次に，プラズマの

進行方向に対して135°の方向から測定を行い，ド

ップラーシフトと拡がりを評価した．図2に放電電

圧6 kVの時のHe IIの発光スペクトルを示す． 

図2 He IIの発光スペクトル 

ここで，16chのPMT出力に対して，ガウス分布

にてフィッティングを行い，得られたガウス分布

からイオンフロー速度及び温度を評価した．その

結果，放電電圧6 kVにおいてイオン温度50 eV，フ

ロー速度60 km/sが得られた． 

一方，He-Neレーザ干渉計より電子密度が~5×

10
21

 m
-3と高密度であることが分かった．そこで，

シュタルク効果の影響を考慮したフォークト関数

によるフィッティングを試みた．また、シュタル

ク拡がりは参考文献[2]より引用した．その結果，

ガウス分布でフィッティングを行った場合と比べ

て1 eV程度の差しかなくシュタルク効果はイオン

温度測定に大きな影響を与えないことが分かった． 
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